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新会長あいさつ

前会長あいさつ

４万２千名同窓生「大濠人」の皆様へ
　同窓会会員の皆様、この度第7代川邊義隆会長の後任とし

て、第8代の会長を引き継ぎました10回卒の百田篤です。

　平成27年は62年の歴史と伝統ある同窓会に於いて記念

すべき年です。同窓会入会式ならびに卒業式典において総

勢592名の中に初めての女子卒業生103名を迎えました。

　「新たなる歴史が始まる 集え男女同窓生！」と銘打った大

同窓会を平成27年5月16日（土曜日）にグランドハイアット

福岡で開催します。学生時代に戻り旧交を温めて歓談する

絶好の機会です。是非多くの皆様のご参加をお待ちいたしま

す。第一部では母校吹奏楽部の演奏もございますのでお楽し

み下さい。

　さて、同窓会では、川邊前会長のもと平成26年5月に抜本

的な規約改正を行いました。従来は最高議決機関を「会員総会」としておりましたが、改正

後は「理事会」が最高議決機関です。理事会の構成は各卒業年次より2名、校友会2名、学

校、支部からの理事が加わります。定例理事会は2月と4月に開催されます。27年2月定例

理事会では「同窓会の事業計画及び収支予算書」をご承認頂きました。4月定例理事会で

は「事業報告及び収支決算報告」が決議されます。

　毎月開催している常務理事会は常務理事25名、監事3名の役員で構成され、同窓会運

営に関する諸事項の協議ならびに各委員会活動の報告などを行っています。

　同窓会の運営は開かれた機関として次の70周年、100周年に向かって第一歩を踏み

出しました。27年5月の大同窓会では皆様へご報告が出来るものと思います。

　役員一同、4万2千名の卒業生ならびに理事の皆様のご指導ご協力のもと母校大濠高

等学校の発展を側面からお手伝いさせていただきます。そのためにより一層の同窓会の

充実に努めます。どうぞよろしくお願いいたします。

第8代会長
百田　篤

　同窓会員の皆様お元気ですか。大濠同窓会員は今年の卒

業式後で4万2,091人になりました。同窓会は変化する時代に

合った運営を目的とした新たな規約を、多くの先輩・後輩・役員

諸氏の多大なご協力のおかげで作ることが出来ました。主な改

定内容を記しますと、1.同窓会運営の議決機構を改め、代議員

制度による理事会（1学年2名選出計124名）を発足させ、総会

を報告の場といたしました。更には理事会の中より会長以下28

名（内3名監事）の運営実行部隊を互選し、常務理事会としてス

タートいたしました。2.常務理事会のメンバーは3期6年間、及

び75歳を定年としました。3.事務長を置き、責任ある本部体制と

しました。4.学校側からも常務理事と監事各1名を参画頂き、学校ご当局と同窓会の意志

の疎通がより図られる様になりました。一区切りのこの時、私川邊は5年間の会長を辞さ

せて頂きます。会員の皆様と関係各位には深く深く感謝いたします。

　本年は大濠同窓会62年の歴史で初めて女性同窓会員が誕生した記念すべき年でも

あります。母校大濠も時代と共により良く変化していくことでしょう。次の8代目会長に選出

された百田篤氏に後を託します。今後益々の母校の繁栄と同窓会の発展、そして皆様の

ご健勝とご活躍を衷心より祈念いたします。永い間本当にありがとうございました。

第7代会長（現顧問）

川邊　義隆

C o n t e n t s

News ・ 同窓会活動

特集（座談会）

第61回 報告

第62回 告知
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↑
こ
こ
か
ら
参
加

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問合せ：同窓会室

メール・FAX・HPでもOK！

第62回大同窓会の
出欠については

同窓会

大濠の今

http://www.ohsa.jp



お願い 同窓会では、同期会を実施されている皆様を探しています。是非ご一報ください！ info@ohsa.jp連絡先はコチラ

同
窓
会
事
務
局

事
務
長
　
吉
田
　
智
孝（
19
回
卒
）

松
隈
　
健
志（
46
回
卒
）

　

19
回
卒
全
体
同
期
会
は
中
島
彰
彦
君

を
代
表
幹
事
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。お

世
話
役
は
瀧
篤
君
、手
塚
理
士
君
、小
山

謙
一
君
、小
畑
等
君
な
ど
。

　

卒
業
40
年
を
記
念
し
て
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ

ア
ッ
ト
福
岡
で
開
催
し
た
時
に
は
同
窓
会

本
部
か
ら
川
邊
義
隆
会
長
（
現
顧
問
）、恩

師
の
川
口
雄
喜
先
生
、樋
口
憲
明
先
生
に

ご
参
加
い
た
だ
き
57
名
で
開
催
し
た
。司

会
は
青
木
和
茂
君
。中
島
彰
彦
君
が
代
表

し
て
卒
業
後
40
年
挨
拶
を
行
っ
た
。乾
杯

は
後
藤
利
彦
君
、し
ば
ら
く
歓
談
の
後
に

全
員
が
自
己
紹
介
。脇
山
哲
君
よ
り
恩
師

へ
花
束
贈
呈
、小
山
謙
一
君
の
閉
会
挨
拶
、

牛
島
和
弘
君
の
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱

で
終
了
し
た
。記
念
品
は
携
帯
ス
ト
ラ
ッ

プ
（
足
立
商
会
足
立
隆
君
）を
当
日
に
渡

し
、特
製
Ｃ
Ｄ
を
後
送
し
た
。特
製
Ｃ
Ｄ

に
は
19
回
デ
ジ
タ
ル
卒
業
ア
ル
バ
ム
（
今

か
ら
40
年
前
）、大
濠
人
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、写
真
担

当
2
名
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
写
真
（
高
校
卒

業
後
40
年
）を
収
録
、参
加
費
は
1
万
円

だ
っ
た
。

　

19
回
卒
に
は
ミ
ニ
同
期
会
が
２
つ
あ
る
。

一
つ
は
我
々
が
48
歳
の
時
に
中
原
賢
勝
君

の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
「
ミ
ニ
同
期
会

一
九
会
」。年
に
2
～
3
回
の
開
催
で
現
在

も
続
い
て
い
る
。2
0
1
4
年
12
月
忘
年

　

私
達
五
十
五
年
会
は
、2
0
1
3
年
2

月
に
同
級
生
同
士
の
交
流
を
深
め
る
の
は

勿
論
、他
の
学
年
の
先
輩
後
輩
と
の
交
流

を
深
め
る
中
心
と
な
っ
て
い
く
事
を
目
的

に
発
足
し
ま
し
た
。ま
だ
発
足
し
て
間
も
な

い
五
十
五
年
会
で
す
が
、第
一
回
の
同
窓
会

（
23
名
出
席
）か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
徐
々
に

参
加
人
数
を
増
や
し
、現
在
約
50
名
の
集
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

14
年
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
仲
間
は
、在
学
中

か
ら
顔
を
知
っ
た
奴
・
知
ら
な
か
っ
た
奴
お

構
い
な
し
に
入
り
乱
れ
て
懐
か
し
さ
有
り
、

新
し
さ
有
り
の
交
流
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

良
き
集
ま
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
、立
派
な
社
会
人
と
な
り
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
話
や
仕
事
で
ど
の
よ
う
な
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
か
、相
談
等
を
行
っ
て
い
る
場
面

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
男
だ
け
の
高
校
生
活
を
共
に
過

ご
し
た
仲
間
、最
後
は
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
と

な
り
ま
し
た
。会
を
通
じ
て
の
新
し
い
出
会

い
が
生
ま
れ
る
事
は
う
れ
し
い
事
で
す
。大

濠
高
校
の
同
窓
会
に
は
、そ
の
可
能
性
が
満

ち
溢
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

第
62
回
の
大
同
窓
会
で
は
、私
達
五
十
五

年
会
の
参
加
者
が
ど
の
学
年
の
同
級
生
よ

り
も
多
く
参
加
で
き
る
様
に
、こ
れ
か
ら
も

会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

19
回
卒
同
期
会

五
十
五
年
会

　

平
成
26
年
11
月
に
開
催

さ
れ
た
第
62
回
全
日
本
剣

道
選
手
権
で
筑
波
大
3
年

（
当
時
）の
竹
ノ
内
佑
也
さ

ん
が
初
出
場
で
21
歳
5
カ

月
の
史
上
最
年
少
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。学
生
の
日

本
一
も
43
年
ぶ
り
の
快
挙

で
す
。竹
ノ
内
さ
ん
は
平
成

22
年
、23
年
の
福
大
大
濠
の

玉
竜
旗
連
覇
に
貢
献
し
大

学
進
学
後
偉
業
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
ス
ポ
ー

ツ
界
で
優
れ
た
成
績
を

残
し
た
個
人
や
団
体
に
贈

ら
れ
る
第
60
回
西
日
本
ス

ポ
ー
ツ
賞
（
西
日
本
新
聞

主
催
）を
受
賞
し
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
27
年
5
月
に

東
京
・
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
剣
道
世
界
選
手

権
日
本
代
表
に
も
選
出
さ

れ
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

会
が
通
算
37
回
目
の
開
催
だ
っ
た
。お
世

話
役
は
谷
法
経
君
。も
う
ひ
と
つ
が
松
隈

会
。南
区
在
住
の
同
級
生
が
中
心
で
始
ま

り
、
毎
月
一
回
の
定
期
開
催
。2
0
1
5

年
1
月
は
中
洲
川
端
で
和
食
。2
月
は
南

区
で
焼
鳥
。3
月
は
ホ
テ
ル
で
中
華
料
理
。

開
催
日
は
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
同

級
生
の
日
程
を
優
先
し
て
決
め
て
い
る
。

お
世
話
役
は
右
藤
正
之
君
。2
次
会
で
は

坂
上
守
君
の
店
に
繰
り
出
す
こ
と
も
し
ば

し
ば
。松
隈
会
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
す
で
に
名

前
が
出
た
同
期
生
以
外
で
は
、田
上
俊
和

君
、井
上
厚
二
君
、黒
岩
三
男
君
、藤
田
芳

隆
君
、酒
井
創
君
、高
橋
弘
学
君
、山
川
一

郎
君
な
ど
。5
月
16
日
「
大
同
窓
会
」（
グ

ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
福
岡
）に
は
松
隈
会
の

全
員
が
参
加
の
予
定
だ
。

News
活躍中の大濠人のご紹介

剣道日本一の竹ノ内さん

同
窓
会
活
動

大
濠
同
窓
会
活
動
の
ご
紹
介

▶
ミ
ニ
同
期
会
一
九
会
　
▶
松
隈
会

▲卒業40年記念 19回卒同期会

写真提供：西日本新聞社

快
挙
達
成
！

史
上
最
年
少
優
勝
！！

竹
ノ
内
佑
也
さ
ん（
59
回
卒
）

日
本
一
！
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卒業したばかりの同窓会新入会生を招いて、
座談会を開催。初めて女性同窓会員が誕生し
た記念すべき本年、 “大濠人ネットワーク”は
今、大きな広がりを見せようとしている。

老若男女の
大濠人が語る集え

男女同窓生

座 談 会

女
子
に
は
や
さ
し
い
！？

楽
し
い
学
校
生
活

百
田
（
以
下
、敬
称
略
）　

私
た
ち
大
濠
同
窓
会

は
、福
岡
の
私
学
で
は
有
数
の
同
窓
会
組
織
で
、

現
在
4
2
0
9
1
名
の
会
員
が
お
り
ま
す
。今

年
は
5
9
2
名
が
入
会
。う
ち
1
0
3
名
が
女

性
で
す
。

須
藤　

62
年
の
歴
史
の
中
で
、初
め
て
女
性
の
同

窓
生
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
ね
。女
性
で
あ
る

み
な
さ
ん
が
、男
子
校
だ
っ
た
本
校
に
入
学
し
た

理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

津
村　

他
校
の
私
学
も
検
討
し
た
の
で
す
が
、

共
学
が
い
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

荒
巻　

私
も
他
校
よ
り
行
事
が
楽
し
そ
う
と
い

う
印
象
か
ら
選
び
ま
し
た
。

新
村　

実
際
に
入
学
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

槙
原　

女
子
が
少
な
い
分
、ク
ラ
ス
の
女
子
同

士
と
て
も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
し
、女
子
に
は

先
生
た
ち
も
み
ん
な
優
し
か
っ
た
で
す（
笑
）。

新
村　

大
濠
の
先
生
は
み
ん
な
優
し
い
よ
ね
。

槙
原　

面
白
い
先
生
ば
か
り
で
し
た
。

須
藤　

す
ご
か
っ
た
け
ど
な
ぁ
…
。

百
田　

我
々
の
時
代
と
は
違
う
ね
ぇ
…（
笑
）。

津
村　

1
年
生
が
ご
飯
を
食
べ
る
教
室
は
、吹

き
抜
け
な
ん
で
す
。入
学
し
て
初
め
の
頃
、上
を

見
る
と
先
輩
達
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
て
、そ
れ

は
ち
ょ
っ
と
異
様
な
光
景
で
し
た（
笑
）。

須
藤　

お
昼
と
い
え
ば
、自
分
も
入
学
当
初
、

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
途
端
に
猛
然
と
走
り
だ
す

先
輩
達
に
驚
い
た
な
ぁ
。

池
田　

今
も
変
わ
ら
な
い
で
す
よ
。

槙
原　

女
子
も
走
り
ま
す
。自
分
た
ち
は
「
大
濠

ダ
ッ
シ
ュ
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

新
村　

僕
が
通
っ
て
い
た
頃
は
「
粉
パ
ン
」が
名

物
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
け
ど
、今
も
あ
る
？

新
同
窓
生
一
同　

…
…
な
い
、で
す
ね
。

田
平　

自
分
の
時
代
は
「
ア
ゲ
ク
リ
ハ
ム
」っ
て

言
う
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
け
ど
な
あ
。

新
村　

今
は
コ
ー
ス
が
３
つ
あ
る
け
ど
、別
コ
ー

ス
に
い
る
学
生
と
の
距
離
感
っ
て
ど
ん
な
感
じ

な
の
？

津
村　

ス
ポ
ー
ツ
等
で
全
国
的
に
活
躍
す
る
人

た
ち
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
ア
イ
ド
ル
的
な
存
在

で
し
た
。

須
藤　

ア
イ
ド
ル
！
女
子
が
い
る
と
華
や
か
だ

な
ぁ
。文
化
祭
、体
育
祭
は
、自
分
た
ち
の
時
は

2
年
に
1
回
の
ペ
ー
ス
だ
っ
た
。

池
田　

今
は
両
方
と
も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
村　

体
育
祭
に
は
他
校
の
人
は
見
学
に
来
る
の
？

百
田　

共
学
に
な
っ
て
か
ら
観
客
も
増
え
た
ね
。

槙
原　

女
子
の
友
達
が
来
て
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

新
村　

今
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
っ
て
な
い
の
か

な
？

新
同
窓
生
一
同　

な
い
で
す
。

田
平　

見
学
に
き
た
女
子
と
踊
れ
る
ん
だ
。他

校
に
彼
女
が
い
な
か
っ
た
ら
、制
限
時
間
15
分
以

内
に
観
覧
席
の
女
子
を
誰
か
誘
っ
て
、踊
っ
て
も

ら
う
の
。

須
藤　

蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
一
斉
に
探

し
に
行
っ
て
た
よ
な
あ
。

新
村　

結
局
相
手
が
見
つ
か
ら
な
く
て
、開
き

直
っ
て
男
性
同
士
で
踊
る
人
も
い
ま
し
た
ね
。

株式会社百田工務店
代表取締役会長

百田 篤
（10回卒） ［敬称略］

株式会社コスモ綜合印刷
代表取締役社長

末若 憲司
（34回卒）

株式会社創美
代表取締役

須藤 英一郎
（29回卒）

今年卒業したばかりの第 62回生を
迎えて、それぞれの学校生活の思い
出や同窓会へのイメージ、想いにつ
いて語り合いました。
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座 談 会

連
綿
と
続
く
同
窓
の
絆

互
い
に
実
り
あ
る
同
窓
会
を

田
平　

今
日
は
あ
り
が
と
う
。同
窓
会
の
前

哨
戦
み
た
い
に
な
っ
た
け
れ
ど
、ど
う
だ
っ

た
か
な
？

槙
原　

楽
し
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も

同
窓
会
に
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。

池
田　
「
同
窓
会
は
堅
苦
し
い
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

荒
巻　

私
は
進
学
の
た
め
大
阪
へ
行
く
の

で
、関
西
支
部
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
村　

僕
た
ち
若
い
世
代
で
「
若
手
の
会
」

も
立
ち
上
げ
て
ま
す
。ぜ
ひ
そ
ち
ら
の
方
に

も
来
て
み
て
ね
。

百
田　

芸
能
界
で
活
躍
中
の
博
多
華
丸
さ

ん
も
同
窓
生
。ス
ポ
ー
ツ
界
、経
済
界
、医
学

界
な
ど
、各
界
で
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
が
活

躍
し
て
る
よ
。

槙
原　

同
窓
の
先
輩
で
私
た
ち
世
代
に
人

気
な
の
が
、俳
優
の
池
松
壮
亮
さ
ん
で
す
。同

窓
会
で
、池
松
壮
亮
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
あ
れ
ば
、若
者
も
み
ん
な
出
席
す
る
と
思

い
ま
す（
笑
）。

新
村　

大
濠
出
身
の
有
名
人
が
登
場
す
る

だ
け
で
も
、注
目
度
は
違
う
ね
。20
代
、30
代

の
社
会
人
と
交
流
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

就
職
活
動
を
意
識
す
る
学
生
に
喜
ば
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

百
田　

新
入
会
生
は
新
入
会
生
同
士
で
座

席
も
用
意
し
ま
す
よ
。ま
ず
は
ち
ょ
っ
と
様

子
を
見
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
、気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

須
藤　

F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
や
サ
イ
ト

も
あ
る
よ
。若
い
世
代
か
ら
、ど
ん
ど
ん
意
見

を
出
し
て
ほ
し
い
ね
。

百
田　

若
い
方
は
、ど
こ
に
い
っ
て
も
大
歓

迎
さ
れ
ま
す
よ
。当
日
参
加
費
も
、卒
業

後
2
年
間
は
無
料
だ
か
ら
、ぜ
ひ
利
用
し

て
ね
。

田
平　

卒
業
し
て
2
～
3
年
の
間
は
、同
窓

会
が
開
催
さ
れ
る
「
5
月
の
第
3
土
曜
」だ

け
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。あ
と
は
就
職
活

動
の
と
き
に
同
窓
会
の
存
在
を
思
い
出
し
て

み
て
。

須
藤　

私
た
ち
は
同
じ
学
び
舎
で
学
ん
だ

仲
間
。同
窓
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、若
い
み

な
さ
ん
の
今
後
の
人
生
は
大
き
く
広
が
る

と
思
う
よ
。こ
の
縁
を
お
互
い
に
活
か
し
て

い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

エース印刷株式会社
代表取締役

田平 裕隆
（34回卒）

NPO法人 次世代のチカラ
FUKUOKA 理事長

新村 優
（46回卒）

荒巻 瞳
（62回卒）

池田 成冴
（62回卒）

津村 佳奈
（62回卒）

槙原 成沙
（62回卒）

座談会参加者
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第61回 報告
広
報
I
T
委
員
長

末
若 

憲
司（
34
回
卒
）

　

平
成
26
年
5
月
17
日
（
土
）18
時
か

ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
（
4

階
鶴
の
間
）に
て
、第
61
回
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
に
先
立
ち
17
時
か
ら
同
窓
会
六
つ

の
支
部
代
表
と
本
部
執
行
部
と
の
支

部
長
会
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
総
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当

二
年
目
で
、18
時
か
ら
30
分
程
の
出
番

（
と
言
っ
て
も
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
で
舞

台
に
立
つ
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）で
し

た
。今
回
は
同
窓
会
会
則
の
改
定
や
組

織
変
更
等
い
つ
も
に
は
無
い
大
き
な

議
題
や
質
疑
応
答
も
あ
り
、予
定
時

間
は
か
な
り
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
。　

　

懇
親
会
は
同
期
（
34
回
卒
）の
新
開

裕
司
君
の
独
唱
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。Ｍ
Ｃ
は
44
回
卒
の
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
山
田
と
し
あ
き
君
。開
会

宣
言
、物
故
者
黙
祷
、川
邊
会
長
、相

良
校
長
の
挨
拶
、続
い
て
来
賓
紹
介
、

来
賓
代
表
の
ご
挨
拶
、同
窓
会
功
労
者

表
彰
で
乾
杯
、歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

歓
談
中
は
学
校
の
歴
史
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、歴
代
の
校
長
先

生
の
紹
介
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、部
活
動

の
主
な
活
躍
や
Ｏ
Ｂ
の
紹
介
等
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。ま
た
回
卒

別
に
分
け
ら
れ
た
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

初
対
面
で
名
刺
交
換
を
し
た
り
、旧

交
を
温
め
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
、私
も
10
人
ぐ
ら
い
名
刺
の
交
換
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
恒
例
の
、み
ん
な
で
肩
を

組
み
大
き
な
輪
に
な
っ
て
校
歌
斉
唱
、

エ
ー
ル
。今
回
の
テ
ー
マ
は
前
回
の
反

省
か
ら
「
飲
ん
で
喰
っ
て
ユ
ッ
タ
リ
語

ろ
う
」で
、そ
う
い
う
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
き
ま
し
た
が
、如

何
せ
ん
参
加
者
は
4
4
8
人
と
い
う

残
念
な
結
果
で
し
た
。今
後
は
名
門

大
濠
と
し
て
も
っ
と
多
く
の
人
が
集

う
大
同
窓
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

 

組
織
作
り
検
討
特
別
諮
問
委
員
会

委
員
長 

浅
田 

雅
宏（
20
回
卒
）

　

大
濠
高
校
同
窓
会
は
会
員
数

4
万
人
を
超
え
ま
だ
ま
だ
増
加

し
て
い
き
ま
す
。本
同
窓
会
は
一

昨
年
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

組
織
と
し
て
は
設
立
当
初
と
大

き
く
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、昨
年
の
61
回
同
窓
会
総
会

に
お
い
て
会
則
の
改
正
が
承
認

さ
れ
、改
革
の
第
一
歩
を
歩
き
始

め
ま
し
た
。同
窓
生
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
頂
け
た
こ
と
に
対
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
同
窓
会
は
さ
ら
な
る
一
歩

を
目
指
し
平
成
30
年
、第
65
回

大
同
窓
会
よ
り
当
番
回
制
を
導

入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

周
り
を
見
回
し
ま
す
と
、当

番
回
制
を
実
施
し
て
い
る
同
窓

会
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。修

猷
館
高
校
、福
岡
高
校
、筑
紫
ヶ

丘
高
校
等
を
は
じ
め
色
々
な
高

校
で
行
わ
れ
て
お
り
、い
ず
れ
も

毎
回
1,
0
0
0
名
を
超
え
て
い

ま
す
。で
は
本
校
の
現
状
は
ど
う

か
。一
昨
年
の
60
周
年
で
は
や
っ

と
1,
0
0
0
名
を
超
え
た
参

加
が
あ
り
ま
し
た
が
、過
去
の
参

加
者
は
惨
憺
た
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
が
実
情
で
す
。何
が
問
題

な
の
か
、何
故
少
な
い
の
か
。い

ろ
い
ろ
理
由
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、「
魅
力
が
な
い
」こ
と
に
尽

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
状
は
同
窓
会
役
員
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、こ
れ
は
マ
ン
ネ
リ
化
を
招

く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
入
り
こ
む
隙

間
は
あ
り
ま
せ
ん
。毎
年
違
っ
た

企
画
で
い
い
と
思
い
ま
す
。前
回

が
こ
う
だ
っ
た
か
ら
我
々
は
こ

う
し
た
い
！
そ
れ
が
魅
力
あ
る

大
同
窓
会
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
番
回
制
に
つ
い
て
は
今
は

ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。

ど
ん
な
方
法
で
、誰
が
、何
を
、ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
を
決
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま

だ
ま
だ
先
の
話
と
思
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、3
年
先
の
話
な
ん

で
す
。準
備
期
間
が
た
っ
た
3
年

し
か
な
い
の
で
す
。今
ま
さ
に
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

　

大
ま
か
な
当
番
回
制
は
次
の

よ
う
な
形
と
な
り
ま
す
。

　

年
1
度
の
大
同
窓
会
の
運
営

主
体
と
し
て
、当
番
回
が
実
行
委

員
会
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
行

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

①
当
番
回
の
1
学
年
が
、実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、1
年
間

当
番
回
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
。

実
行
委
員
長
1
名
、構
成
メ
ン

バ
ー
適
宜
（
30
～
50
名
）、企
画

並
び
に
収
支
予
算
、収
支
決
算
、

動
員
及
び
運
営
を
行
う
。

②
当
番
回
と
し
て
は
、卒
業
後
30

年
の
1
学
年
と
し
、活
動
期
間

は
1
年
間
と
す
る
。実
行
委
員

会
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
、必
ず
翌

年
度
・
翌
々
年
度
の
当
番
回
メ
ン

バ
ー
を
数
名
程
度
入
れ
る
こ
と

と
し
、実
行
委
員
長
は
当
番
回

か
ら
選
出
す
る
。

　

当
然
皆
さ
ん
は
社
会
人
と
し

て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、同
窓
会
役
員
や
理
事
の
方

た
ち
も
同
じ
で
仕
事
を
し
な
が

ら
時
間
を
や
り
く
り
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。時
間

が
な
い
の
は
あ
な
た
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。時
間
は
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。作
り
出
す
も

の
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、ど
こ

に
も
負
け
な
い
大
同
窓
会
に
な

る
よ
う
行
動
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
!

30
年
た
っ
た
ら
一
肌
脱
ご
う
！

大
同
窓
会
当
番
回
制
の
導
入
が
決
定
し
ま
し
た
！

過去参加者数

第50回 第55回 第56回 第57回 第58回 第59回 第60回 第61回

565名 234名 280名 290名 225名 315名 1,105名 448名
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第62回

告知

　

平
成
25
年
の
第
60
回
記
念
総
会
・
懇
親

会
は
1
0
0
0
名
を
超
え
る
ご
参
加
を
戴

き
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
昨
年
は
会
場
を

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で「
飲
ん
で
喰
っ
て

ユ
ッ
タ
リ
語
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
多
く
の
ご

参
加
を
戴
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は“
新
た
な
る
歴
史
が
始
ま
る
”

大
同
窓
会
で
す
。そ
れ
は
初
め
て
の
女
子
の

卒
業
生
が
生
ま
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。三

年
前
に
入
学
さ
れ
、学
校
あ
げ
て
共
学
の
運

営
に
挑
戦
、今
年
の
3
月
1
日
に
晴
れ
の
卒

業
式
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
に
先
立
ち
前
日

に
同
窓
会
の
入
会
式
も
と
り
行
わ
れ
、今
年

は
6
0
0
名
の
卒
業
生
中
1
0
0
名
が
女

子
で
す
。こ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
新
た
な

同
窓
会
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。卒
業
生
の

皆
様
今
年
の
同
窓
会
は
す
ご
い
で
す
。ご
期

待
く
だ
さ
い
、皆
様
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お

待
ち
致
し
ま
す
。

安藤文六氏（2回卒・第5代同窓会会長）急逝
平成25年11月29日（金）午後5時48分、第5代同窓会会長（現・顧問）の安藤文六氏が永眠されました。
安藤氏はこれまで2回卒の学年理事、会長代行を6年間、その後会長として７年間に亘り、同窓会活動の先頭に立
ち、会の充実と発展に多大なるご貢献をいただきました。
その功績に敬意を表するとともに、謹んでご冥福をお祈りいたします。

大濠高等学校大同窓会
福岡大学附属第62回

新たなる
歴史が始まる

集え男女同窓生！

新たなる
歴史が始まる

集え男女同窓生！

新たなる
歴史が始まる

集え男女同窓生！

vol.49
2015

平成27年4月15日発行 第49号
（通算53号）

お悔やみ

企
画
委
員
長

小
口 

幸
一（
14
回
卒
）
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な
生
徒
に
東
海
地
区
の
魅
力
を
説
明

し
て
下
さ
い
。
可

愛
い
子
に
は
旅
を

さ
せ
、親
元
を
離

れ
精
神
の
修
行

を
付
け
、故
郷
に

錦
を
飾
ら
し
て

下
さ
い
。歓
迎
し

ま
す
！

東
海
支
部

　
支
部
長 

門
田 

巧（
13
回
卒
）

　

東
海
支
部
も
今
年
で
20
回
の
記
念

す
べ
き
総
会
（
平
成
27
年
11
月
21
日
）

を
迎
え
ま
す
。新
し
い
企
画
を
練
っ
て

お
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。東
海
支
部
の
特
徴

は
転
勤
者
が
多
く
、会
員
数
が
変
動

し
ま
す
が
、反
面
、他
支
部
か
ら
の
参

加
も
あ
り
、楽
し
く
、故
郷
の
話
や
、懐

か
し
い
大
濠
時
代
を
思
い
出
し
て
い
ま

す
。又
、名
古
屋
地
区
は
東
京
と
大
阪

に
挟
ま
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
土
地
柄
の
様

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、近
年
、日
本

経
済
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
も
出
来
る

し
、ノ
ー
ベ
ル
賞
を
5
名
も
輩
出
し
、ス

ポ
ー
ツ
選
手
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
多
数

参
加
さ
せ
、文
武
両
道
の
精
神
は
我
が

母
校
と
同
じ
で
あ
る
。ど
う
ぞ
、優
秀

会
を
東
海
支
部
の
幹
事
役
で
、名
古
屋

一
泊
旅
行
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

⑤
12
月
硬
式
野
球
部
関
西
支
部
Ｏ
Ｂ

会
開
催
、中
野
元
監
督
、八
木
監
督
も

出
席
さ
れ
25
名
参
加
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。八
木
支
部
長
、幹
事
の

皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

大
阪
は
都
構
想
で
、大
阪
府
と
大

阪
市
を
統
合
し
て
東
の
東
京
都
、西

の
大
阪
都
と
し
て
税
金
の
無
駄
を
排

除
し
て
経
済
の
発
展
、文
化
の
伝
承

等
改
革
で
将
来
に
発
展
し
ま
す
。大
阪

都
構
想
の
議
論
が
活
発
化
し
て
お
り

ま
す
。5
月
大
阪
市
に
よ
る
住
民
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

第
35
回
関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会

を
9
月
26
日
（
土
）大
阪
弥
生
会
館
で

開
催
致
し
ま
す
。

　
「
関
西
大
濠
人
」の
皆
様
、多
く
の

方
が
出
席
し
て
頂
き
ま
す
様
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

筑
紫
支
部

　
副
支
部
長 

荒
木 

知
巳（
20
回
卒
）

　

平
成
26
年
度
筑
紫
支
部
定
期
総
会

及
び
懇
親
会
が
7
月
25
日（
金
）午
後

7
時
よ
り
、大
野
城
市
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ

ス
タ
ー
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来

賓
の
方
々
や
支
部
会
員
併
せ
て
47
人

が
集
い
、総
会
で
は
支
部
の
平
成
25
年

度
活
動
報
告
や
会
計
、監
査
の
報
告
、

平
成
26
年
度
予
算
及
び
活
動
計
画
等

が
諮
ら
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

懇
親
会
で
は
、相
良
校
長
先
生
か
ら

母
校
の
近
況
が
、同
窓
会
本
部
百
田
副

会
長
か
ら
同
窓
会
の
近
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、地
元
演
歌
歌
手

で
あ
る
那
珂
川
仁
美
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、最
後
は
恒
例
の

全
員
で
の
校
歌
斉
唱
、写
真
撮
影
を
行

い
、参
加
者
相
互
の
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

支
部
活
動

支部活動
部活動OB会報告

鶴
友
会（
福
岡
市
役
所
支
部
）

　
事
務
局 

山
中 

文
高（
24
回
卒
）

　

鶴
友
会
は
、福
岡
市
役
所
に
勤
務
す

る
大
濠
高
校
卒
業
者
有
志
の
親
睦
会
で

す
。会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
職
員
が

い
ま
す
の
で
、職
種
、職
場
の
違
い
を
感

じ
な
い
よ
う
に
、親
交
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、学
校
、同
窓

会
、顧
問
の
市
会
議
員
の
方
々
の
参
加
を

い
た
だ
き
、年
一
回
総
会
を
開
催
し
て
お

り
、昨
年
8
月
6
日
に
は
、天
神
平
和
楼

で
、鶴
友
会
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

川
邊
同
窓
会
会
長
を
は
じ
め
来
賓
や

顧
問
の
方
々
、多
数
の
会
員
が
参
加
し
、

和
気
藹
々
と
、親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
生
方
や
同
窓
会
関
係
の
方
に

も
、お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、学
校
の
近
況

な
ど
も
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、総
会
で
信
任
さ
れ
た
大
和
新
会

長
の
も
と
鶴
友
会
の
活
動
を
通
じ
、会
員
相

互
の
親
交
を
深
め
る
と
と
も
に
、大
濠
高
校

並
び
に
同
窓
会
と
市
役
所
と
の
連
携
を
図

り
、同
窓
会
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
さ
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

関
西
支
部

 

支
部
長 

小
嶋 

久
夫（
10
回
卒
）

　

関
西
支
部
は
設
立
35
年
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
員
名
簿
登
録
2
5
0
名
と
登
録

者
及
び
総
会
出
席
者
微
増
で
役
員
一

同
危
機
感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

関
西
各
大
学
卒
業
生
の
関
西
で
の

就
職
者
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
転
入
者
の

総
会
及
び
各
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
増

や
す
対
策
と
し
て
、大
濠
関
西
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
好
き
や
ね
ん
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
拡
げ
て
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

方
が
関
西
を
知
り
、関
西
を
学
ぶ
、気

楽
に
集
う
異
業
種
交
流
会
を
、地
道

な
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

支
部
活
動
と
し
て

①
毎
年
3
月
西
日
本
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
を
応
援
し
て
お
り

ま
す
。

　
「
大
濠
ク
ッ
キ
ー
ズ
」黒
一
点
の
男

子
チ
ー
ム
で
大
変
な
人
気
で
す
。関

西
支
部
は
過
去
10
年
以
上
支
援
し
て

お
り
ま
す
。

②
8
月
全
国
高
校
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
3
年
連
続
4
回
目
の
出
場
、

8
月
26
、27
、28
日
明
石
ト
ー
カ
ロ

球
場
、高
砂
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。猛
暑
の
中
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。準
決
勝
進
出
見
事
で

し
た
。午
後
の
準
決
勝
は
中
京
対
崇

徳
戦
延
長
50
回
の
死
闘
、マ
ス
コ
ミ

で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
て
脚
光
を
浴

び
ま
し
た
。

③
10
月
第
34
回
関
西
支
部
総
会
・
懇

親
会
開
催
、出
席
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

④
11
月
関
東
、東
海
、関
西
支
部
懇
親

大
濠
つ
つ
じ
会（
久
留
米
）

　
副
会
長 

田
中 

稔（
19
回
卒
）

　

創
立
22
周
年
を
迎
え
た「
つ
つ
じ
会
」。

　

毎
年
9
月
に
久
留
米
市
内
で
つ
つ
じ
会

総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

幹
事
会
が
中
心
と
な
っ
て
、毎
年
企
画

を
練
っ
て
い
ま
す
が
、年
齢
の
壁
を
感
じ
な

い
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
は
ま
さ
に
大

濠
人
の
真
骨
頂
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
幹
事
会
も
幹
事
長
60
歳
定
年
制
の

会
則
に
よ
り
幹
事
会
全
体
が
大
き
く
若

返
り
、今
後
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、初
の
女
性
同
窓
生
が
新
た
に

加
わ
る
事
か
ら
、幹
事
会
に
も
女
性
の
積

極
的
な
参
加
を
頂
き
、「
つ
つ
じ
会
」が
同

窓
生
に
と
っ
て
母
校
や
地
域
へ
の
絆
を
深

め
る
も
の
に
な
る
よ
う
精
進
し
て
い
ま
す
。

支部便り
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昨
年
の
12
月
14
日
、西
区
に
あ
る
大

濠
高
校
野
球
場
で
、Ｏ
Ｂ
対
現
役
部
員

の
交
流
試
合
を
行
っ
た
。今
回
で
2
回

目
の
開
催
で
あ
る
。熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、試
合
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、今
年
の
1
月
2
日
に
は
ハ
イ

ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
福
岡
に
て
、

Ｏ
Ｂ
会
総
会
並
び
に
懇
親
会
を
開
催

し
た
。
Ｏ
Ｂ
58

名
が
出
席
し
、

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動

報
告
や
近
況

報
告
等
を
行
っ

た
。プ
ロ
野
球
の

世
界
で
活
躍
し

て
い
る
Ｏ
Ｂ
も

複
数
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

通
い
慣
れ
た
六
本
松
。新
装
な
っ

た
校
舎
に
新
世
紀
を
実
感
し
ま
し

た
。10
数
台
が
並
ぶ
卓
球
場
は
ま
る

で
別
世
界
。こ
こ
な
ら
腕
も
磨
け
た

ろ
う
？
Ｏ
Ｂ
は
皆
々
勝
負
師
で
す
。卒

業
後
も
各
分
野
で
活
躍
。そ
れ
で
も
汗

し
て
競
う
の
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。当

時
の
顧
問
の
名
を
借
り
て「
廣
瀬
杯
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」も
、次
回
で
53
回
目
。参

加
者
は
少
な
く

も
、こ
れ
も
同
窓

会
。種
が
花
・
実
に

な
る
も
の
。卓
球

大
会
で
は
、二
世

が
活
躍
し
て
い
る

プ
レ
ー
ヤ
ー
も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。卓
球
部
に
栄

光
を
！

軟
式
野
球
部

  

O
B
会
会
長 

前
田 

良
幸（
25
回
卒
）

　

大
濠
高
校
軟
式
野
球
部
を
卒
部
し
て

早
や
37
年
経
ち
ま
し
た
が
、3
年
前
う
れ

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。な
ん
と
息
子

（
大
翔
：
平
成
25
卒
）が
憧
れ
の
明
石
球

場
（
全
国
大
会
）に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
す
。た
ぶ
ん
親
子
二
代
軟
式
野
球

部
と
い
う
の
は
我
が
家
だ
け
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、ベ
ス
ト
4
ま
で
勝
ち
進
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
あ
ま
り
本
気
で
歌
わ
な

か
っ
た
校
歌
で
す
が
、聖
地
明
石
球
場
で

勝
利
し
た
後
選
手
が
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
に
横

一
列
に
並
び
セ
ン
タ
ー
ス
コ
ア
ー
ボ
ー
ド

上
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
校
旗
が
上
が
る
の
を
見

な
が
ら
歌
っ
た
校
歌
は
感
無
量
で
し
た
。

　

現
在
3
年
連
続
全
国
大
会
出
場（
国
体

も
）と
記
録
更
新
中
で
す
が
、後
輩
諸
君

に
は
記
録
を
伸
ば
し
て
頂
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

ま
た
Ｏ
Ｂ
会
は
現
在
名
ば
か
り
の
も
の

で
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
止
状
態
で
す
が
、

昨
今
の
華
々
し
い

活
躍
を
機
に
縦
横

連
絡
を
取
り
合
っ

て
再
開
に
目
処
を

つ
け
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

卓
球
部

支部便り

柔
道
部

大
柔
会
会
長 

三
苫 

浩
一（
29
回
卒
）

　

1
月
3
日
に
今
年
の
初
稽
古
が
行
わ

れ
、毎
年
の
こ
と
で
す
が
、大
学
生
や
実
業

団
の
Ｏ
Ｂ
が
現
役
学
生
に
稽
古
を
つ
け
る

形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
日
は
、錚
々
た
る
Ｏ
Ｂ
や
保
護

者
が
見
守
る
中
、生
徒
は
、歯
が
立
た
な
い

Ｏ
Ｂ
の
胸
を
借
り
、真
剣
に
試
合
並
み
の

練
習
に
大
量
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

練
習
終
了
後
、福
監
督
よ
り
念
頭
の
挨

拶
が
あ
り
、大
柔
会
会
長
は
、「
学
生
に
は
、

怪
我
を
し
な
い
よ
う
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
旨
と
、若
い
Ｏ
Ｂ
に

対
し
て
は
後
輩
の
た
め
練
習
を
つ
け
て
、伝

統
あ
る
大
濠
柔
道
部
を
維
持
で
き
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。」と
挨
拶
し
、新

年
の
乾
杯（
お
茶
）を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、Ｏ
Ｂ
は
、場
所
を
移
し
て
、徳

永
先
生
、後
藤
先
生
、福
先
生
、長
浜
先
生

を
囲
ん
で
、新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。特

に
、大
学
生
等
の
若
い
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
て

　

平
成
26
年
11
月
2
日
、大
川
市
で
開
催
さ

れ
た
伝
統
あ
る
中
島
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

に
Ｏ
Ｂ
9
人
と
現
役
部
員
3
人
が
出
場
し

ま
し
た
。ま
た
同
年
は
同
好
会
が
部
に
昇
格

し
て
30
年
。そ
の
30
周
年
を
記
念
す
る
総
会

と
懇
親
会
を
12
月
20
日
に
行
い
ま
し
た
。午

後
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ

た
ち
が
交
流
試
合
。ま
だ
現
役
に
は
負
け
ら

れ
ん
と
燃
え
る
Ｏ
Ｂ
が
汗（
冷
や
汗
？
）を

流
し
ま
し
た
。そ
の
後
高
校
の
会
議
室
を
お

借
り
し
て
記
念
総
会
。こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
と
Ｏ
Ｂ
た
ち
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。ま
た
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
部
に
部

活
動
用
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
寄
贈
し
ま
し

た
。終
了
後
に
赤
坂
で
懇
親
会
。最
後
は
恒
例

の
校
歌
の
大
合
唱
。高
校
か
ら
筒
井
正
二
郎

先
生
と
古
園
井
淳
先
生
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。平
成
27
年
は
部
の
創
設
45
周
年

に
当
た
り
、記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

OBと現役部員の交流試合

懇親会

総会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

 

濠
羽
会
会
長
　
藤
本 

俊
史（
20
回
卒
）

部
活
動
OB
会
報
告

硬
式
野
球
部

 

顧
問 

八
木 

啓
伸
先
生

関
東
支
部

   
支
部
長
代
行 

田
中 

隆
弘（
19
回
卒
）

　

関
東
支
部
は
、東
京
都
と
神
奈
川
県
・
埼
玉

県
・
千
葉
県
在
住
の
卒
業
生
を
中
心
に
、茨
城

県
・
群
馬
県
・
栃
木
県
・
静
岡
県
の
1
都
7
県
の

同
窓
生
約
5
0
0
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、会
員
相
互
の
親
睦
と
、現
役

在
校
生
の
後
輩
諸
君
へ
の
支
援
で
す
。

　

親
睦
活
動
は
、毎
年
10
月
の
第
3
土
曜
日

に
開
催
さ
れ
る
総
会
、4
月
の
第
1
土
曜
日

の
花
見
会
を
メ
イ
ン
の
行
事
に
、新
年
会
・
暑

気
払
い
の
会
・
旅
行
会
・
忘
年
会
な
ど
、ほ
と
ん

ど
毎
月
な
ん
ら
か
の
名
目
で
集
ま
っ
て
懇
親

会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、共
学
化
に
伴
う
女
子
同
窓
生
の

将
来
的
な
参
加
を
視
野
に
入
れ
、姉
弟
高
校

の
福
大
若
葉
高
校
（
旧
九
州
女
子
高
校
）の
同

窓
会
『
若
葉
会
』や
、福
岡
大
学
の
同
窓
会
『
有

信
会
』と
の
連
携
を
深
め
て
お
り
、お
互
い
の

総
会
や
行
事
に
相
互
参
加
し
な
が
ら
、支
部

役
員
の
若
返
り
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

在
校
生
の
支
援
活
動
と
し
て
は
、各
ク
ラ

ブ
が
全
国
大
会
出
場
の
為
に
上
京
し
て
来
た

時
に
歓
迎
壮
行
会
と
し
て
、食
事
会
を
開
催

し
て
後
輩
諸
君
に
御
馳
走
し
て
お
り
ま
す
。

　

過
去
に
は
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
・
新
聞
部
な
ど
御
招
待
し
て
お
り
ま
し

た
が
、近
年
は
毎
年
年
末
に
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
で
上
京
し
て
こ
ら
れ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
、九
州
大
学
に
1
0
0
人
合

格
す
る
よ
り
も
、野
球
部
が
甲
子
園
に
出
場
し

て
、駅
伝
部
が
都
大
路
を
走
り
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
春
高
バ
レ
ー
に
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
出
て
く
れ
る
ほ
う
が
嬉

し
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　

関
東
に
進
学
も
し
く
は
転
勤
さ
れ
て
上
京

さ
れ
る
方
は
、ぜ
ひ
、関
東
支
部
の
行
事
に
参

加
さ
れ
る
様
に
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

く
れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、そ
こ
は
さ
す
が
福
先
生
、未
成

年（
大
学
１
年
生
）に
は
、酒
は
ダ
メ
と
い
う

こ
と
で
、ウ
ー
ロ
ン

茶
で
し
た
。

　

今
後
の
現
役
学

生
の
活
躍
と
大
柔

会
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
し
、
お
開

き
と
し
ま
し
た
。
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Situation

6
月
7
日
に
体
育
祭
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
13
、14
日
に
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
以
上
の
競
技
数
が

こ
な
さ
れ
、体
育
祭
実
施
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

9
割
以
上
の
生
徒
が
今
回

の
体
育
祭
に
満
足
し
た
よ

う
で
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
の
テ
ー

マ
は
、c
h
a
l
l
e
n
g
e
。

　

一
般
公
開
日
は
1
日
だ

け
と
な
っ
た
も
の
の
、昨
年

に
負
け
な
い
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
よ
う
で
す
。

修
学
旅
行

寒
稽
古
ク
ラ
ブ
対
抗

駅
伝
大
会

　

10
月
13
～
17
日
・
14
～
18
日
に
2
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、2
年
生
は
関
東

方
面
に
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

横
浜
や
富
士
山
、日
光
や
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
訪
れ
、普
段
の
授
業

で
は
味
わ
え
な
い
体
験
を
し
て
き
た
よ

う
で
す
。

　

本
年
度
は
男
子
は
硬
式
野
球
部
Ａ

チ
ー
ム
、女
子
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
優

勝
し
ま
し
た
。

1
月
24
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た

ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
大
会
。

体
育
祭

文
化
祭

学校生活 — SCHOOL LIFE —
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大濠の今

部活動 — CLUB ACTIVITIES —

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
!!

　

8
月
3
日
か
ら
7
日
に
か
け
て

千
葉
県
船
橋
市
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
28
年
ぶ
り
に

3
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

前
半
戦
で
は
増
田
君
が
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
、43-
25
で
順
調
に
ゲ
ー

ム
を
進
め
る
も
、後
半
戦
の
途
中
で

相
手
に
点
差
が
追
い
つ
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
。

　

し
か
し
藤
田

君
が
相
手
の
勢
い

を
封
じ
込
め
、優

勝
へ
と
導
い
た
。

　

W
I
N
T
E
R 

C
U
P
 

2
0
1
4
が
12
月
23
日
～
29
日
に

東
京
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
、本
校

が
出
場
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
前
回
の

W
I
N
T
E
R
 
C
U
P
決
勝
、イ

ン
タ
ー
ハ
イ
決
勝
で
も
戦
っ
た
宮
城

県
の
明
成
高
校
。

　

1Q
で
は
17-

18
で
持
ち
こ
た
え
、

2Q
で
は
途
中
9
点
差
で
追
い
越
す

も
、明
成
ペ
ー
ス
に
な
り
58-

55
で

終
わ
る
。

　

4Q
で
は
両
者
譲
ら
な
い
戦
い
が

続
き
、明
成
の
得

点
源
の
八
村
君

が
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
、69-

71
と

僅
か
2
点
差
で

準
優
勝
と
な
り
、

悔
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

吹
奏
楽
部

生
物
部

総
文
祭
出
場
お
め
で
と
う

（
7
月
滋
賀
県
に
て
開
催
）

全
国
大
会 

金
賞
受
賞

福
岡
県
大
会 

最
優
秀
賞
受
賞

　

12
月
14
日
に
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全

国
大
会
が
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
、吹
奏
楽
部
が
高
等
学
校

の
部
・
中
編
成
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
。ま
た
11
月
、

福
岡
県
高
文
祭

で
グ
ラ
ン
プ
リ

賞
を
受
賞
し
、本

年
7
月
全
国
高

等
学
校
総
合
文

化
祭
へ
の
出
場
権

も
獲
得
し
た
。

　

11
月
の
福
岡
県
高
文
祭
自
然
科
学
部

門
に
お
い
て
、生
物
部
が「
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
電
気
刺
激
に
対
す
る
反
応
条
件
と
学

習
成
立
」と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
、最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

化
学
部
は「
ル
ミ
ノ
ー
ル
反
応
を
使
っ

た
植
物
の
鮮
度
測
定
」で
全
国
大
会
出
場

が
決
定
し
た
。写
真
部
の
辻
丸
航
君（
2

年
）も
県
の
特
選
を
獲
て
、全
国
大
会
へ
の

出
場
が
推
薦
さ
れ
た
。さ
ら
に
、新
聞
部
も

昨
年
に
続
い
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

インターハイ

ウインターカップ

福大大濠 明成（宮城）

−74 53

決勝

福大大濠 明成（宮城）

−69 71

決勝

剣
道
部

軟
式
野
球
部

7
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
ベ
ス
ト
4

　

12
月
6
日
、7
日
に
久
留
米
市
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
福

岡
県
高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会
で
、剣

道
部
が
男
子
団
体
で
優
勝
し
た
。そ
れ

に
よ
り
、2
月
に
宮
崎
県
で
行
わ
れ
る

九
州
大
会
、そ
し
て
4
月
に
愛
知
県
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
7
年

ぶ
り
に
掴
ん
だ
。決
勝
は
東
福
岡
高
校

と
対
戦
し
、先
鋒
戦
は
2
本
取
り
、次
鋒

戦
は
相
手
の
反
則
負
け
で
、中
堅
は
2

本
取
り
、副
将
戦
は
引
き
分
け
だ
っ
た
。

大
将
戦
で
は
秋
山
君
が
相
手
に
メ
ン
を

決
め
、優
勝
へ
と
導
い
た
。

　

8
月
25
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
兵

庫
県
で
開
催
さ
れ
た
軟
式
野
球
全
国

大
会
で
は
、準
決
勝
と
い
う
悔
し
い
結

果
を
残
し
た
。

　

1
回
戦
は
栃
木
県
の
作
新
学
院
と

対
戦
し
、接
戦
と
な
る
も
2-

1
で
勝

利
。準
々
決
勝
は
3-
2
で
和
歌
山
県

の
南
部
高
校
を
破
り
、準
決
勝
へ
と
コ

マ
を
進
め
た
。し
か
し
準
決
勝
で
は
神

奈
川
県
の
三
浦
学
苑
高
校
と
対
戦
し
、

1-

2
と
い
う
僅
か
1
点
差
で
負
け
、全

国
大
会
で
2
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
4
入

り
と
な
っ
た
。こ
の
ベ
ス
ト
4
入
り
に

よ
り
、10
月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

国
民
体
育
大
会
出
場
へ
と
繋
が
っ
た
。

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

　
　
　
　
準
優
勝
!!

放
送
部

N
H
K
杯 

優
秀
賞
受
賞

　

7
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け
て

N
H
K
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
N
H
K

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

荒
岡
君
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
第
3
位
と

な
る
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。昨
年

出
場
し
た
際
は

準
決
勝
で
敗
退

し
て
お
り
、リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
す

事
が
出
来
た
。

弓
道
部

全
国
大
会
出
場
決
定

　

11
月
15
、16
日
に
博
多
の
森
弓
道
場

に
て
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
弓
道

選
抜
大
会
福
岡
県
代
表
選
考
会
で
、弓

道
部
が
男
子
団
体
戦
で
優
勝
を
決
め
、

1
月
に
鹿
児
島
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

同
大
会
で
、弓
道
で
は
最
も
名
誉
と

さ
れ
る
、技
能
優
秀
賞
も
受
賞
し
た
。

　

1
月
の
全
国
大
会
で
は
1
回
戦
に

10-

7
で
浪
速
高
校
を
破
っ
た
が
、2
回

戦
で
延
岡
学
園

高
校
に
6-

9

で
負
け
、
総
合

5
位
と
い
う
結

果
に
終
わ
っ
た
。

▲全国高等学校弓道選抜大会
　福岡県代表選考会
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大濠高等学校大同窓会
福岡大学附属第62回

新たなる
歴史が始まる

集え男女同窓生！

新たなる
歴史が始まる

集え男女同窓生！

新たなる
歴史が始まる

集え男女同窓生！
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